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1．緒　言

  先染織物である結城紬は，経糸と緯糸の色から合成される混合色織物である。経糸と緯糸の組合せ

により，後染織物と異なった複雑，微妙な色を表現することができる。現在，製品企画に必要な色彩

設計は，企画者が経糸と緯糸の色を選定しているが，長年の経験と勘を必要としている。それに対応

するため，これまでに染織見本帳を作製して，色彩情報の提供を行ってきた。しかし，その方法でも

多大の時間と経費が必要である。そのため，色彩測色計とパソコンを利用して，色彩設計の合理化を

図った。今年度は経糸と緯糸の色から，製織後の織物の色を推定する方法を研究したので報告する。

2．実験方法

2．1試料の選定

 過去に作製した，いしげ結城紬の染織見本帳（経－絹糸，緯一手紡糸，織物－表1の条件で作製）

より，同色系中間色の試料144，点を下記の通り選定した。

Ｎ0．1黄色系・・・24点，　　Ｎ0．2赤色系・・・24，点，　Ｎ0．3茶色系・・・24点

Ｎ0．4紫色系・・・24，点，　Ｎ0．5緑色系・・・24点，　　Ｎ0．6青色系・・・24点

2．2試料の測定

  選定試料（経糸，緯糸，織物）の明度，彩度，色相を色彩色差計ＣＲ－200（ミノルタ）で測定した。

2．3測定値の分析法

（1）明度，彩度，色相をそれぞれＬ，Ｃ，Ｈで表し，経糸にはＡ，緯糸にはＢ，織物にはＡＢと添

字を付記する。

経糸の明度＝ＬＡ，緯糸の明度＝Ｌｓ，織物の明度＝ＬＡｓ

経糸の彩度＝ＣＡ，緯糸の彩度＝ＣＢ，織物の彩度＝ＣＡＢ

経糸の色相＝ＨＡ，緯糸の色相＝Ｈｓ，織物の色相＝ＨＡｓ

＊繊維工業指導所染色部＊＊纎維工業指導所編織部
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（2）経糸と緯糸の色が類似している場合と異なる場合を分類する指標として式Ｗを次のように定義

する。

（4）選定した144，点の試料について，Ｗ，α，βの値を求める。

3．結果及び考察

  分類指標値Ｗと変化係数α，βの相関係数を

調べた。その結果は，表－1，2，3の通りで

ある。

Ｗとα，βの相関性は良好である。従って，そ

の関係は直線的に関連しているので，下記の式

で表すことができる。

α＝ｍＷ＋ｍo，β＝ｎＷ＋ｎo

ｍ，ｎ・・・明度，彩度，色相の特性値

ｍo，ｎo・・・Ｗ＝0

  （経糸と緯糸が同色）の場合のα，

    β値を示す特性値
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明度，彩度，色相の特性値を調べた。その結果は，表-4，5，6の通りである。経糸と緯糸が同色の場

合（Ｗ＝0），織物の明度，彩度は経糸及び緯糸より小さいことがｍｏ，ｎｏの値から判明した。

即ち，経糸及び緯糸の色より織物の色は濃く，くすんでいる。このことは，経糸と緯糸が同色の織物を

見本にして色合わせを行う場合，予め織物の明度，彩度の修正が必要であることを示している。修正の

度合を色相からみると，明度の場合は紫色系が大きく，緑色系が小さい。彩度の場合は青色系が大きく，

黄色系が小さいことがわかった。
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経糸及び緯糸の色から織物の色を推定する式は下記の通りである。

（1）織物の明度推定式

3．8上記の推定式と特性値から織物の色を推定した結果，経糸及び緯糸の色から，製織後の織物の

色を推定できることがわかった。

4．結　言

  今回は，同色系の試料について報告したが，異色系の試料についても分析を行う予定である。また，

今回は経糸が細く，緯糸が太い織物を試料として選定したが，逆の場合，即ち，経糸が太く，緯糸が

細い織物についても分析する考えである。

そして，この色彩管理技術を実用化する方法として下記のことを検討する。

（1）織物の色彩データ（織物番号と測色値）を入力して，織物の色彩データベース化を図る。

（2）企画者が選定した経糸及び緯糸の色の測色値を入力すると，それによって合成される織物の色が

予測できるようにする。

（3）予測された織物のデ－タを入、力すると，それに近似した織物が，予め入力されてあるデータベー

スから検索される。それにより，企画者は合理的な色彩設計が行える。
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